霊長類研究所の飼育下マカクザル集団の遺伝的多様性
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　霊長類研究所は，さまざまな生物学的研究に利用するニホンザルおよびアカゲザルを自家繁殖しています．このマカクザルの飼育集団は，出身地域ごとに閉鎖集団として維持され，設立後30余年経過しました．その間に集団の遺伝的多様性や近親交配の度合いはどのように変化したのでしょうか．一般に遺伝的多様性の低下や近交度の上昇は，生物の適応度が下がる要因といわれています．私は，遺伝的多様性と適応度の関係に興味を持ち，飼育下のマカクザルを対象に研究を進めています．今回は，個体ごとに変異のあるマイクロサテライトDNAを分子遺伝マーカーとして利用し，この飼育下マカク集団の遺伝的特徴を明らかにする方法を紹介します．ニホンザル4群およびアカゲザル2群の遺伝的多様性と群間の遺伝的分化量を測定し，ニホンザル野生群のデータと比較しました．またマイクロサテライトDNAの遺伝子型を直接比較することによって，サルの親子関係を明らかにする例も紹介します．
